
《 説明 》

第16次共同研究経過報告について

期日 平成30年８月30日(木)

場所 フォーポイントバイシェラトン函館

北海道教育研究所連盟 共同研究推進委員会
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内容

１ 第16次共同研究の概要
２ 第16次共同研究１年次の取組
３ 第16次共同研究２年次の取組



１ 第16次共同研究の概要
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１ 第16次共同研究の概要

研究主題
これからの時代の教員に求めら

れる資質・能力の向上に係る支援
の在り方



研究のねらい
各教育研究所・研修センターが、学校

支援のために活用する研修コンテンツ等
を収集・提供するとともに、各教育研究
所・研修センターが実施する北海道の地
域性等に対応した教員研修の充実を図る
ことにより、これからの時代の教員に求
められる資質・能力の向上に資する。

１ 第16次共同研究の概要
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研究内容１

コンテンツによる支援

研究内容２

ＩＣＴの活用による支援
～ビデオ通話ソフトウェアによる
遠隔研修～

１ 第16次共同研究の概要
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２ 第16次共同研究１年次の取組
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２ 第16次共同研究１年次の取組
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第15次共同研究

研究内容１

ミニ道研の資料等を基にした
活用しやすい研修コンテンツ
の作成

○学校の実態に応じた研修コンテン
ツの作成

２ 第16次共同研究１年次の取組
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第15次共同研究２ 第16次共同研究１年次の取組

○学級経営⇒「演習の流れ」の作成

○道徳科の授業づくり⇒実践例の作成

作成した研修コンテンツ
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第15次共同研究

研修コンテンツ キーワード

学びに向かう集団づく
りを通した学級経営の
在り方

学習規律の見直し

隠れたカリキュラム

学びに向かう集団づくり

問題事例からの学級経営改善

自己存在感を高める学
級経営の在り方

自己存在感を高める教師の働きかけ
（事例のブラッシュアップ）

支持的風土がある学級づくり

ＰＤＣＡマネジメント
サイクルを踏まえた学
級経営の在り方

学級経営上の課題解決

学級経営の中間評価

学級経営の見直し

２ 第16次共同研究１年次の取組
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「学級経営」ミニ研修コンテンツ
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２ 第16次共同研究１年次の取組

「学級経営」ミニ研修コンテンツ
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２ 第16次共同研究１年次の取組

「学級経営」ミニ研修コンテンツ



第15次共同研究

「道徳科の授業づくり」のミニ研修コンテンツ

２ 第16次共同研究１年次の取組
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第15次共同研究

「道徳科の授業づくり」のミニ研修コンテンツ

２ 第16次共同研究１年次の取組

15



第15次共同研究

研究内容１

○校内研修に活用できる映像資料の
作成

２ 第16次共同研究１年次の取組

 研修コンテンツに関わる
プレゼンテーション映像
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第15次共同研究

研究内容１

○メンター研修等の実践事例の収集

若手教員の資質・能力の育
成を目指した短時間で行う
研修実践の事例の収集

２ 第16次共同研究１年次の取組
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第15次共同研究２ 第16次共同研究１年次の取組

メンター及びメンティ
を具体的に示しました。

若手教員の育成に向け
て期待される成果を具
体的に示しました。
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第15次共同研究２ 第16次共同研究１年次の取組

研究内容２

○ビデオ通話ソフトウェア活用の試行
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第15次共同研究

ビデオ通話ソフトウェアを活用した研修
の体験について

【メリット】
• 移動の必要がないため、時間を有効に使

える。
• 各学校で活用できれば、研修の機会が増

える。
• 遠隔地だけでなく、小中連携、他校種、

他管内との交流ができる。

２ 第16次共同研究１年次の取組
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３ 第16次共同研究２年次の取組
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３ 第16次共同研究２年次の取組
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３ 第16次共同研究２年次の取組

○ 研究内容１ コンテンツによる支援

・校内研修に活用できるミニ研修コンテンツ
「道徳科の授業づくり」の活用・改善

・校内研修に活用できるスライド画面等のプ
レゼンテーションの作成、ミニ研修コンテ
ンツに関わる板書画像等の収集

・若手教員の育成を目指す「メンター研修」
等において、短時間で行う校内研修事例の
作成または改善
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３ 第16次共同研究２年次の取組

○ 研究内容２ ＩＣＴによる活用の支援
・ビデオ通話ソフトウェア（Skype）
を活用した研修の試行

Ｗｉ－Ｆｉルーター、Ｗｅｂカメラ
マイク、スピーカーを事務局から
貸し出す
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３ 第16次共同研究２年次の取組

○ 研究内容２ ＩＣＴの活用による支援
・ビデオ通話ソフトウェア（Skype）
を活用した研修の試行

＜活用例＞
・夏季所員研修会における模擬研修
・岩見沢市立教育研究所⇔市内の学校
（講義の配信）

・根室教育研究所⇔所員所属の学校
（所員会議）
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３ 第16次共同研究２年次の取組

○ 夏季所員研修会
・教育研究所・研修センター所員等
のニーズを把握

今日的な教育課題（「いじめ・不登
校への対応」「外国語活動・外国語」
「道徳教育の充実」「特別支援教育」）
の講義・演習を実施
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３ 第16次共同研究２年次の取組

○ 夏季所員研修会
・独立行政法人教職員支援機構「研修の企画・
運営・評価」の研修動画を活用した講義・演
習を実施

【成果】
・研修講座の企画・運営について多くのヒント
を得ることができた。

【課題】
・教育研究所・研修センターが多様化するニー
ズにどのように対応し研修講座等を設定して
いるか、共有する必要がある。
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○ 夏季所員研修会
・ビデオ通話ソフトウェアを活用した模擬研修

３ 第16次共同研究２年次の取組
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【成果】
・ビデオ通話ソフトウェア等を用いて遠隔地を
結ぶことで、移動の時間が短縮でき、話し合
いたいことに時間をかけられると感じた。

【課題】
・ビデオ通話ソフトウェア等のＩＣＴを活用し
た研修の活用場面や利用方法の実例を普及・
啓発し、利活用を促す必要がある。

○ 夏季所員研修会
・ビデオ通話ソフトウェアを活用した模擬研修

３ 第16次共同研究２年次の取組
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３ 第16次共同研究２年次の取組

○ 夏季所員研修会
・外部講師による
「ワークショップファシリテーションの組み
立て方と実践」の講演

・演習では、会議を進行
するための司会、記録
係、タイムキーパーを
決め、それぞれの会議
のゴールや方法につい
て打ち合わせた後、模
擬会議を実施
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○ 夏季所員研修会
・外部講師による「ワークショップファシリテーショ
ンの組み立て方と実践」

３ 第16次共同研究２年次の取組

【参加者アンケートから】
・会議等を円滑に進めるために、ファシリテー
ションを取り入れた研修を実施して、管内に
還元していきたい。

・外部の実践家からレクチャーを受けることが
でき大変参考になった。授業や職員会議、研
修など、あらゆる場面で活用できると感じた。

・会議の進行は授業同様、事前の計画や「めあ
て」と「まとめ」が大切であることと実感し
た。



《 説明 》

第16次共同研究経過報告について

期日 平成30年８月30日(木)

場所 フォーポイントバイシェラトン函館

北海道教育研究所連盟 共同研究推進委員会
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